
資料4-2

施設整備コンセプト（案）
について

2022年11月18日 場所：本町田東小学校
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第１回（１２月～１月） 関係者紹介・事業概要説明

地域開放エリア・屋外の環境づくりについて第６回（７月）

避難施設機能について第７回（８月）

第２回（３月） 概略配置計画案について（３案程度）

建設に関する検討会

の内容・スケジュール

第１０回（１１月） 施設整備コンセプト（案）について
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第１１回（１２月）
基本計画検討会報告書案 検討
（第10回の施設整備コンセプトまとめ）



本日の流れ
・検討会の意見まとめについて

・施設整備コンセプト（案）について

3



施設整備

コンセプト案

について

①教育環境・生活環境づくり

②放課後活動の拠点づくり

③市民生活の拠点づくり

④安全性の確保

⑤地域性を活かした学校づくり

■多様な学習形態に対応し、主体的・協働的な学習を支える学習空間の形成
■健やかな生活・交流を支え、一人ひとりが安心して過ごせる環境

■様々な活動に対応するとともに、適切な管理区画による安心して活動できる施設
■誰もが移動しやすい動線と安全で利用しやすい施設

■地域と学校の連携・協働を支え、新たな地域拠点となる学校
■適切な開放区画や開放諸室の集約による地域利用を活性化する施設

■日常の安全・防犯対策を行うとともに、誰にでも優しく使いやすい施設
■災害に強く、避難施設機能が充実した施設

■ひなたのもとで、みんながつながる学校
■地域とともに歩み、地域のふるさととなる学校
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施設整備コンセプト案について①

□建物配置等：（A）・ゾーニングがすっきりしている （共通）・グラウンドを囲むようなバルコニーの配置
・日当たり良好 ・廊下と部屋の位置関係を知りたい
・グラウンドは東側からの光が大切 ・運動会の時の観覧場所はどこか？
・西側窓の日当たり、まぶしさ ・出来る限りグラウンドを大きく確保したい
・グラウンドが狭く感じる ・熱中症対策のできる校舎。本町田小の校庭と校舎のような関係

（B）・普通教室が東側だと教室からグラウンドが見えない ・プールは室内のほうが良い
・普通教室が西側だと暑い ・校庭の芝生化
・グラウンドの日当たり不足 □緑地・樹木：・日影が欲しい。建物の影よりも木陰が涼しくて良い

（C）・コンパクトにまとまり中庭が吹き抜けとなって明るく魅力的 ・メダカのいるビオトープや、夏野菜を育てる貸農園などもあっ
・校内移動の動線が短い たら良いかと思う
・ドライな中庭であると良い ・季節の樹木を感じられると良い。桜の木。
・普通教室同士の距離が近いので交流に生まれやすそう ・毛虫がつく木を避けたほうが良い
・グラウンドの日当たりは良好 □グラウンド：・朝礼台の代わりとして屋外ステージがあっても良い
・中庭は、おしゃれな感じがある ・野球等、スポーツ利用もできると良い。
・中庭部分で、日差しが入らない部屋ができるのではないか ・グラウンドへの照明設備
・給食室の臭いが上に上がってこないか □遊具： ・安全な遊具。設置するべき。身体能力の向上。
・グラウンドの防風対策が気になる ・壁当て

・サーキットトレーニング
□出入口： ・掲揚ポールの設置できると良い

【検討会でのご意見】

①教育環境・生活環境づくり

■多様な学習形態に対応し、主体的・協働的な学習を支える学習空間の形成

■健やかな生活・交流を支え、一人ひとりが安心して過ごせる環境
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施設整備コンセプト案について②

【検討会でのご意見】

□建物配置等：（C）・地域開放の際に動線が混雑して使いづらそう

（共通）・子ども食堂の実現
・父兄用と外部用の駐車場の設置は別にしてほしい
・駐車場が小さい感じがする
・学童保育の指導員と他の利用者が同じ部屋にならないような余裕がほしい
・学童保育人数が増減した時にも対応できるような施設

②放課後活動の拠点づくり

■様々な活動に対応するとともに、適切な管理区画による安心して活動できる施設
■誰もが移動しやすい動線と安全で利用しやすい施設
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施設整備コンセプト案について③

【検討会でのご意見】

□建物配置等：（A）・グラウンドの様子が外部から見え、地域に開かれていて良い
・近隣住民に受け入れられやすい

（B）・正門から体育館までの距離が近い方が、地域開放時に利便性が向上する
（共通）・保護者・地域の人がグラウンドに入りやすいと、運動会や災害時に使いやすい

□開放諸室の配置：・開放諸室は可能な限り1階に配置
・家庭科室は、キャンプ、イベント時に利用しやすい位置にあると良い
・楽器の搬出入を考慮した音楽室・体育館の配置が良い
・開放諸室はわかりやすい位置としてもらいたい。
（プール、コミュニティルーム等）
・プールは地下の配置が望ましい

□開放諸室の使い方・設えについて：
・和太鼓の練習ができるスタジオのような部屋があると良い
・地域の方が集まれる会議室
・自習ができる図書館
・EVの配置
・地域の方がふらっと立ち寄りやすい設え
・多目的室は、分割可能な計画だと良い
・地域のためのカギ付の棚の設置があると良い
・更衣室として使える部屋があると良い

③市民生活の拠点づくり

■地域と学校の連携・協働を支え、新たな地域拠点となる学校
■適切な開放区画や開放諸室の集約による地域利用を活性化する施設

□その他：・プールを学校内に設けず、外部の利用を考慮してほしい
□遊具 ：・健康体操器具があれば、地域の方も利用しやすい
□駐車場：・駐車場の開放をしてほしい.配置は開放エリアの近くが良い
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施設整備コンセプト案について④-1

④安全性の確保

□建物配置等：（A）・西側のり面に近いので地震時の影響あるか
・誰が見ているのか分からないので、団地からの視線に抵抗がある
・西側斜面は盛土だったと思う、地盤が弱いと思うので、西側に寄せる校舎配置は心配

（B）・東側道路・団地からの視線を遮れるためセキュリティー面で有効な配置
・団地の方と同じ高さの目線になるのは心配

（C）・管理諸室が車両出入口から遠いため、不審者対応に不安
（共通）・車両用と児童用の校門の分離、児童の安全性に配慮したい

・西側からも校門があるとアクセスが良いと思う
・西側のり面を改修し、駐車場をつくれないか
・南側にあえて大階段をつくり、生徒の出入りを楽にできないか
・校舎からグラウンドで遊んでいる児童の様子がわかるようにする
・現在の正門前に信号が必要
・地震などの有事の際の待機場所と動線の確保
・スクールバスのロータリーの計画はあるのか

□出入口： ・死角への防犯カメラ、門のセキュリティ強化等安全面の配慮

【検討会でのご意見】

■日常の安全・防犯対策を行うとともに、誰にでも優しく使いやすい施設
■災害に強く、避難施設機能が充実した施設

8



施設整備コンセプト案について④-2

□避難所： ・避難スペースは1階が望ましい
・防災倉庫の位置は荷物の出しやすい場所や認識のしやすい主出入口の近くが望ましい
・体育館は原則1階が良い
・体育館内に物質保管庫があると良い
・避難の段階に応じたゾーニングが必要（①体育館②特別教室③普通教室の順ではないか）
・給食調理を利用できると良い

□避難所の環境：・乳幼児、障害者の避難スペースとして、小部屋に仕切れる設えがあると良い
・ペットの避難について考えられていると良い
・ソーラー発電、避難者が使えるコンセント、LANがあると良い
・避難場所の通路はバリアフリー化が必要。車いすの用意があると良い
・グラウンドに車両の乗り入れができる方が良い
・衛生施設（トイレ、シャワー、水場など）

□避難の際に備えておきたい機能について：
・投光器や通路などを照らすライト類。夜間の避難を考慮した方が良い
・発電設備（太陽光）、蓄電池
・仮設トイレやマンホールトイレは避難所の近くにあった方が良い。また、プールの水の活用ができると良い。

□その他： ・坂道が急なので身体の不自由な方の避難時の動線が心配である
・避難場所の運営については、学校主体なのか地域主体となるのか整理が必要
・屋上へリポートなど必要な機能を計画するかどうか検討が必要

【検討会でのご意見】

④安全性の確保

■日常の安全・防犯対策を行うとともに、誰にでも優しく使いやすい施設
■災害に強く、避難施設機能が充実した施設
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施設整備コンセプト案について⑤

⑤地域性を活かした学校づくり

⑤地域性を活かした学校づくり

【検討会でのご意見】

□建物配置等：（B）・西側のり面からの出入口を活用できそう

（共通）・給食駐車場は北側のり面を改修し、地下へ
・鎌倉街道から歩道橋の設置
・西側のり面を一部子供が活用できるスペースに使えると良い
・ひなた村の施設を活用できるようになるといい
・日当たりのよさからひなたの学校という人もいる

□グラウンド： ・団地側の斜面に段差をつけて座れるようにして、観客席にできたら良い

□出入口： ・北東角の交差点に信号機を設置してほしい
・敷地西側の児童出入口をもっと広くした方が良い（スロープも要検討）
・車両の門と児童用の正門は距離を取るべき

■ひなたのもとで、みんながつながる学校
■地域とともに歩み、地域のふるさととなる学校
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